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株式会社ヒューマンシステムの紹介 

～持続的な成長を支える P2Mのプロジェクトマネジメント～ 

株式会社ヒューマンシステム 湯野川恵美 

 

1． 企業概要 

ヒューマンシステムは、港区の芝

（最寄駅三田・田町）でシステム開発

を 1992年の創業から現在まで続けて

来た会社である。社員数は 125名、売

上は 15億程度、平均年齢が 32歳とい

う若い会社であり、主要顧客に NEC、

日本経済新聞社、東急コミュニティー

等。また、株主として日経新聞社の出

資を受けているということが多少珍

しい特徴となっている。役員は代表取

締役を除いて外部取締役、執行役員に

社員を置く組織構成となっている。 

主力とする事業は SI（システムイ

ンテグレーション）。SIとは、顧客か

らシステムを構築する仕事を直接請

け負い、システムの企画、設計、開発

からテスト、さらには導入や保守運用

までを一貫して提供するサービスで

ある。SI以外では、大手 ITベンダか

らの発注を受けてシステムの開発に

絞った受託開発、現状分析や課題抽出

といったシステム導入の入口となる

コンサルティングサービス、自社ブラ

ンドのサービスを展開するビジネス

ソリューションサービスなども行っ

ている。 

開発規模は、金額で数十万円から数

億円、時間にして数時間から 3年がか

りといったものまで幅広く受注し開

発を行っている。SI 事業の具体的な

ものとしては、株主でもある日本経済

新聞社のサイト（日経電子版/日経

DUAL/日経カレッジカフェ/日経キャ

リアネットなど）や、ローソンでおな

じみのオレンジのタヌキの Ponta カ

ードの会員システム、全国の宝くじの

6 割を取り扱う販売会社の販売管理

システムなどを

長く手がけてき

た。これらのシ

ステムは市販の

パッケージでは

実現できない特

殊性、複雑性を

もち、時には他

社が撤退したも

のを引き継ぎ、

短納期で高品質、

納期通りに開発

が行えるという図 1.日経キャリア 
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強みを持っている。そして、この強み

は SIに限らず、受託開発、ＳＥＳな

ど他の事業でも発揮されている。 

 

2． プロジェクト管理でワークライ

フバランス向上 

P2Mのプロジェクトは、どのような

システムが事業価値を上げるかの構

想を立てるスキームモデル、しくみを

開発して創り上げるシステムモデル

（PMBOK と同様の QCD 管理）、創り上

げたシステムが事

業価値の向上に繋

がるように調整を

行い、しくみ化す

るサービスモデル

で構成さる。 

P2M のプロジェ

クト管理以前の弊

社のシステム開発

では、システムモ

デルを請け負った

にも関わらず、構

想段階までさかの

ぼって検討を行い、

結果としてプロジ

ェクトが破綻する

というようなことも有った。P2Mの 3S

モデルを学び、スキームモデルからシ

ステムモデルへの引継ぎの情報とマ

イルストーンを正しく管理すること

で、プロジェクト全体の進捗管理が正

しく行われ、大きなトラブルが少なく

なった。また、開発中であっても、ス

キームモデルの構想の範囲であれば、

「ゼロベース」で開発方針を見直すな

ど柔軟性の高いプロジェクト管理が

できるようになったのもＰ２Ｍのプ

ロジェクト管理を学んだ成果である。

こういったプロジェクト管理の向上

により、定着率が向上し業績も向上し、

さらに東京都のワークライフバラン

スの認定を受ける、子育てサポートく

るみんマークの認定を受ける、エンパ

ワーメント大賞の奨励賞を受けるな

どの成果となり、効率よく働きやすい

職場環境をつくる活動にもつながっ

ている。 

 

3．持続的な成長を支える P2M のプロ

ジェクトマネジメント 

P2Mにおいて「プロジェクトマネジ

メント」は、「その範囲と目的を明確

にして、確実に成果を獲得する為のマ

ネジメント」と定義されている。そし

て、プロジェクトマネジメントは、も

ともと事業価値を向上することが成

果であり、システムが出来上がること

がゴールというわけではない。一方で、

定常活動に入ったシステムであって

も、時間とともにシステムが陳腐化し

 

図 2.ヒューマンシステムの沿革 
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たり、生み出す価値が少しずつ減少し

ていく。また、事業を取り巻く外部環

境は常に変化が伴うため、その都度新

たなしくみの変更やシステムの改修

を必要としている組織は多い。こうし

て、次々と改修を行っていくことで持

続的な改革を実現する。P2Mのプロジ

ェクトマネジメントを実践し続ける

ことは、顧客のビジネス価値を創造す

る活動を継続的に支援し、お客様への

パートナーシップをもって仕事に取

り組む基盤としても有効である。 

企業が持続的な成長を続けていく

ために、ＩＴシステムはありのままの

姿を数値化し、「課題を見つけ」「改善

する」ための有効なツールであり、も

はやＩＴは経営の一部であるといっ 

 

 

 

 

 

 

ても過言ではない。これからのＩＴ

は、ビジネスに貢献できるＩＴシステ

ムであることが重要であり、様々な開

発の経験とＤＢの技術等に加えて、ビ

ジネス視点で開発を捉えるＰ２Ｍの

プロジェクト管理を徹底し、実践して

いくことが大切である。 

Ｐ２Ｍを活用することで、お客様の

ビジネスへのおもいを形にし、持続的

な成長を支えるＩＴシステムの開発

やサービスの提供を行うことを目指

している。そして、それを実践し続け

ることがお客様へ「おもいやり」のあ

るサービスを提供してゆくことであ

り、ベストパートナーへの第一歩だと

考えている。 

 

図 3. ３Ｓモデルで持続的な成長を支える 


